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はじめに

本 稿 で は、 フ ェ ニ キ ア語 の 「ア ヒ ラ ム碑 文 」(KAI1・2)と 「ア ジ タ ワ ッ ダ碑 文 」(KAIA26通 称 「カ ラテ ペ碑

文 」)を 検 討 す る。 前 者 は、 フ ェ ニ キ ア世 界 の 中核 た る レバ ノ ンの ゲ ブ ラ(ビ ブ ロ ス)、 後 者 は外 縁 た る トル コの カ

ラ テペ で 出 土 した 。 手順 は 、先 ず ワー プ ロ に よる フェ ニ キ ア 文 字 文 で打 ち 出 し、 各 単 語 に 目安 程 度 の 英 単 語 を付 記

しなが ら、 簡 単 な解 説 を加 え る。 全 体 の訳 文 は示 さな い が 、Gibson(1982)・ 谷 川(2001)を 参 照 の こ と。

字形による碑文の年代

事 前 に 、 字形 と碑 文 年 代 との 関 係 を紹 介 す る 。 フェ ニ キ ア 文字 の 中 で 、顕 著 に時 代 的 変 化 をす るの は、 「KAPH・

MEM・QOPH」 で あ る(Sznycer1981:p.50・Gibson1982:PP.180-181)。 そ の 「前半 期 」 に焦 点 を当 て る と、 次 の1～

IV類(第1図)に 大 別 で きる。

1類 ア ヒ ラム碑 文(第2図)に 代 表 され、 前11～10世 紀 頃の 字 形 で あ る。KAPHは 、 「三指 形 」 を呈 す る。 後世

に見 られ る右 側 の軸 線 が ない 。MEMは 、 曲線 的 に、 「横 向 きW頭 」 が斜 め方 向 の 軸線 に取 り付 く。QOPHは 、 「円形

頭 」 と縦 方 向 の軸 線 が 特 徴 で あ る。

II類 キ ラ ム ワ碑 文 に代 表 され 、 前9～8世 紀 頃 の字 形 で あ る。KAPHは 、 「横 向 きV頭 」 が縦 方 向の 軸 線 に取 り

つ く。MEMは 、 直 線 的 とな り、 「W頭 と縦 方 向 の 軸線 」 が特 徴 。QOPHは 、 「楕 円 頭 」 で 、 次 第 に 「頭 の右 半 部 が や

や 大 き く」 な る。

m類 ア ジ タ ワ ッダ碑 文(第3図)に 代 表 され、 前8～7世 紀 頃 の 字体 で あ る。KAPHは 、 「逆L字 頭 」 が 縦 方 向

の軸 線 に取 り付 く。MEMは 、 「湾 曲 線 と縦 線 で 頭 」 が構 成 され 、右 側 の軸 線 に取 り付 く。QOPHは 、 「よ り扁 平 な楕

円頭 」 とな り、 中央 に軸 線 が 通 る。

IV類 概 して、 そ れ以 降 の字 形 で あ る。KAPHに は、IHmIV

「L字頭」が右側の軸線 に取 り付 くものが登場する。

MEMの 変化は少ない。QOPHは 、「斜め8の 字形頭」 と

な り、軸線 も傾斜する。

なお、アジタワッダ碑文頃から、概ね、「後半期」の自

体 となる。「後半期」における時代的変遷と地域性は、

Peckman(1968)を 参照のこと。極めて詳細な分析があ

る。
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第1図KAPH・MEM・QOPHの 類 型

(Sznycer1981に 追 加)
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アヒラム石棺碑文

本 碑 文(第2図)は 、1923年 、 ピエ ー ル ・モ ンテ が レバ ノ ンの ビ ブ ロス で発 見 した石 棺(ベ イ ル ー ト国立 博 物館)

の蓋 側 面 に、 二 行 で 刻 まれ て い る。 石 棺 は前13世 紀 頃の もの だが 、 前11～10世 紀 頃 に ア ヒラ ム用 に転 用 さ れ た。 初

期 フェ ニ キ ア語 碑 文 の 代 表 例 と して 有 名 で あ る。 墓 室 に 「graf趾o・ 落 書 き」 もあ り、 後 で 検 討 す る。
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1行 目

乙gへy乙 り 》ヲへ 払 次 ク ≦』 乙ogメ[次1]乙Oつ==ラ へ 次1

GebalkingofAHIRAMsonof[1]TTBAALmadethatSarcophagus

り 乙O≦ ㌧ 多㌧メwy多 ㌧≦玉次 り へ 仏 次 乙

eternityinhimplaced(he)whenhisfatherAHIRAMfor

本 碑 文 に は 、単 語 分 離 記 号 「1」 が あ る。 「ク へ 次 」 は、 名 詞(女)で 「sarcoghagus・ 石 棺 」。 事 実 、 碑 文 は石

棺 に刻 まれ て い る 。

「一==」 は、 関 係 代 名 詞 「that」。 指 示 代 名 詞 「工 一 ・this」 と類 似 す る 。前 者 は 接 頭 辞 、 後 者 は接 尾 辞 。 こ こで

は、 「=[」が 動 詞 「乙Oつ 」 の接 頭 辞 な の で 、 関 係 代 名 詞 。 関係 代 名 詞 に は 、接 頭 形 「一工 」 と独 立 形 「W及 」 が

ある 。 「一工 」 は古 ビブロス 方 言 。 「W次 」 は、 後 の ア ジ タワ ッダ碑 文 に登 場 す る。 ち なみ に、 パ ル ミラ語 は 「《て 」。

ヘ ブ ラ イ語 は 「「 ω}く」 で あ る。

「乙Oつ ・made」 は、 「乙Oつ 」 の3・ 男 ・単 ・完 了形 。 主 語 は 人名 「乙O全 メ 及 ・ITTBAAL」(男)。 人 名 は 、

前 置 詞 「メ 次 ・with」+神 名 「乙O会 ・BAAL」 の 構 成 で、 「バ ア ル と共 に」 の 意 味(Benzl972:P.223)。 この 石 棺

を設 置 した 人物 で あ る 。

こ こ まで は、 「イ ッ トバ ア ルが 造 っ た石 棺 」 とな る。 続 い て 、 「ラ 全 ・sonof」 とい う表 現 で 、 イ ッ トバ ア ル の系

譜(父 親 名+身 分)が 記 され る。

「り へ 払 次 」 は人 名 。 英 語 表 記 で は、 「AHIRAM」 と 「AHIROM」 の二 者 が あ る。 通 例 、 「ア ヒ ラ ム」 と和 訳 され

・



る。 イ ッ トバ アル の 父 親 で 、 石 棺 の被 葬 者 。 人 名 は 、 「払 及 ・brother」+「 一¢ ・my」(略)+「 り へ ・lofty」の

構 成 で 、 「高 尚 な(私 の)兄 弟 」 の 意 味(Benzl972:.p264)で あ る。 「y乙 り 」 は、 「kingof・ ～ の王 」(合)。

「Ggへ ・Gebal・ ゲバ ル」 は、 地 中海 東 岸 に位 置 した フ ェ ニ キ ア の都 市 国 家 。 「ビ ュ プ ロス ・BUβ λodは 、

そ の ギ リシ ャ語 名 。 ゲバ ル で は、 今 日、 残 存 す る碑 文 か ら、 次 の 「6代 の王 」 が判 明 して い る 。 ア ヒ ラム は最 も先

行 す る王 で あ る。
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ツへ仏次(AHIRAMア ヒラム)当 石棺の被葬者 前11～10世 紀

乙O全 メ次(ITTOBAALイ ットバアル)本 石棺の設置者で、アヒラムの息子

y乙 り仏易(YEHIMELEKヤ ヒメレク)イ ットバアルとの関係は不明

乙O≦L全 次(ABIBAALア ビバアル)ヤ ヒメレクの息子?

シェションク像(治 世 ・前935～914年)に 碑文

乙O≦ 』乙次(ELIBAALエ リバアル)ア ビバアルと兄弟

オソルコン1世 像(前914～874年)に 碑文

乙O全 θつW(SHIPITBAALシ ピティバアル)エ リバアルの息子

次 は 、 「り へ 払 及 ・AHIRAM+乙 ・for」の構 成 。 「夙 全 渉《」 は、 「2＼・his+全 及 ・father」 の構 成 。合 わせ て、 「彼

(イ ッ トバ ア ル)の 父 ア ヒ ラム の た め に」。

「夙+メW+y」 。 「-y・when」 は接 続 詞 。 「プW・put」 は、 動 詞 「メ 易W」 の3・ 男 ・単 の 完 了 形 。 「夙 一 ・

him」 は、 直 接 目的 語 で 、 古 ビブ ロス 方 言 。 通 例 は 「易 一」。 「彼(イ ッ トバ ア ル)が 彼(ア ヒ ラ ム)を 納 め た時 」。

Krahmalkov(2001:P.70)は 、 「夙+メW」 を 「theyplacedhim」(主 語 が 複 数)と 英 訳 して い る。

続 い て 、 「り 乙O・eternity+全 ・in」 の構 成 。 墓 を 「永 遠 の 家 」(例 え ば、 パ ル ミラ碑 文 で は 「δ〈J」Jソhコ 」)

と呼 ぶ場 合 も多 い。

以 上 、1行 目 は、 「イ ッ トバ ア ルが 造 っ た石 棺 。 ゲ バ ルの 王 ア ヒ ラ ムの 息 子 が 、彼(私)の 父 ア ヒ ラ ム の た め 、

(彼=私)が 彼(ア ヒ ラ ム)を 永 遠(の 家=墓)に 納 め た 時 に」。

2行 目
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2行 目は、 盗掘 者 に対 す る警 告 文。 「∠,K・if+Y・but」 の構 成 。 「一 《」 は 、 通 例 、 「and」 だが 、 ここで は 「but」

の ニ ュ ア ンス。 「乙次 ・if」は 、 「禁 止 ・否 定 」 を意 味 す る 接 続 詞 。 合 わ せ て 、 「But,(donot1)if～ 」 とい っ た 感

じ。接 続 詞 「if」に は、 通 例 の 「り 次 」 に加 え 、否 定 的 な意 味 の 「乙 次 」 が あ る。 後 者 は、 結 果 が そ うあ っ て 欲 し

くない 場合 に用 い られ る。 ち な み に、 ヘ ブ ラ イ語 の 「ラ}く」 は、 禁 止 ・否 定 の副 詞 。 ア ラ ム語 の 「乙 次 」 も同様 。

条 件 文 は 、 前提 節 と帰 結 節 で構 成 さ れ る。

前 提 節 。 「りy乙 り 全y乙 り 」 は、 「akinginkings」 。 「りy乙 り 」 は 「y乙 り ・king」 の複 数形 。 複 数 形(男)

は、 語 尾 に 「り 一」 を付 加 。 「g」 は前 置 詞 「in」に相 当す る。

続 く 「/!(y)手 ・governors(pl)+g・inそ7y手 ・agovernor+Y・and」 は 、 「ま た 諸 長 官 の 中 の 長 官 」 の 意

味 。 石 工 の 不 注 意 に よ り、 「-y-」 が 抜 けて い る。 「メi7豆 り ・army(f)次 リ メ ・commanderof+Y・and」 は 、

「また 軍隊 の 司令 官 」。 「易 乙O」 は、 動 詞 「invade」 の3・ 単 ・男 ・完 了 形 。 「乙全 へ ・Gebal」 は前 出 。 「乙へ 易+

Y・and」 の 「乙へ2」 は 、動 詞 「易 乙 へ ・uncover・remove」 の3・ 男 ・単 ・未 完 了 形 。 未 完 了形 に は、 主 語 を

示 す 人 称 代 名 詞 が 語 頭 に付 く。 こ こで は 「一易 ・he」(3・ 単 ・男)。 門7へ 次 」 は 「石 棺 」(前 出)。 後 に指 示 代 名

詞 「ク コ=・this」(男 ・単)が きて い る。

合 わせ て、 「だ が 、 も し諸 王 の 中 の(い か な る)王 、 ま た諸 長 官 の 中 の(い か な る)長 官 、 また 軍 隊 の 司 令 官 が

ゲバ ル を侵 略 し、 この 石 棺 を暴 い た ら、」 云 々 とな る。

続 い て 帰 結 節 。 「つ 手 メ 払 メ 」 は、 「つ 手 払 ・break」 の 自動 詞 的 表 現(Gt・Yiptalal態)。 動 作 が 自 ら に及 ぶ 表 現

で、 「壊 れ る だ ろ う」。 接 中 辞 の 「一メ ー」(再 帰 形)が み られ 、 古 ビ ブ ロ ス 方 言 。 語 頭 「一メ 」 は、 未 完 了形 に 伴

う人 称 接 頭 辞 。 既 述 の 「ゲ バ ル を攻 撃 し、 墓 を暴 く者 」 を指 す。 「へ θ 払 ・scepterof・ ～ の笏 」(女 ・合)。 「夙 ・

his+θ つWり ・imperium・ 王 権 」。 合 わ せ て 、 「彼 の王 権 の笏 は壊 れ る だ ろ う」 とい っ た 意 味 で あ る 。

「yつ プ夙 メ 」 は 、 「yつ2いoverturn」 の 自動 詞 的 表 現(Gt・Yipta'al)。 「一メ 」 は、 人 称 代 名 詞 。 「一メ ー」 は

再 帰 形 。 「及 手y」 は 「throneof・ ～ の 王 座 」(合)。 「2いhis+y乙 、ソ ・kingship」 は、 「彼 の 王 権 」。 即 ち、 「彼 の

王権 の 王 座 は崩 壊 す る で あ ろ う」。 通 例 、 女 性 名 詞 の語 尾 は 「メ ー」。 「へ θ 仏 」 や 「次 手y」 な ど、 そ れ以 外 の 実

例 もあ る。

「メ豆 ク ・peace+Y・and」 。 「払 へ 全 メ 」 は、 動 詞 「豆 へ ≦L・depart」 で3・ 女 ・単 ・未 完 了形 。 「一メ 」 は、 人

称 代 名 詞 。 動 詞 の 未 完 了形 は 、命 令 ・願 望 ・指 示 も表 す 。 「乙O」 は 、 前 置 詞 「from」。 「Ggへ 」 は 「ゲバ ル」(前

出)。

以 上 、 「また 、 彼 の 王 権 の笏 は壊 れ 、 彼 の 王 権 の王 座 は 崩壊 し、 平 和 は ゲバ ル か ら逃 げ て い くで あ ろ う」 とい っ

た 意 味 とな る。 こ の後 の 文 言 に関 し、 次 の よ う な問 題 点 が あ る。

問題点1

先ず、「夙へつ手 払》ヲ易 次¢Y」 に関 し、解読者の見解に差がある。即ち、A案(「 碑文を消すならば」)と 、

B案(「 拭い去られん!」)で ある。相違点は、消されるべきは 「碑文」なのか、「彼(墓 を暴 く者)」 なのかという

点にある。

A案 例(Krahmalkov2000:p.275)「Andifheshall蝋 嚢雛its[thecoffin's]inscription,」

B案 例(Segertl976:p.139)「[D,(jussive)"hemay、 蟻 繍i擁1鰍 劉 」

(谷 川2001:p.12)「 彼 も拭 い 去 ら れ ん こ と を」
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「次 夙 ・he」 は 、 人称 代 名 詞(独)。 「夙 へ つ 手 払 り 易 」 は 、本 来 は分 離 記 号 が入 り、 「夙 へ つ 手1払 り 易 」 と2語

の はず 。 「払 り 易 」 は、 動 詞 「易 払 り ・erase」 の男 ・3・ 単 ・未 、 かNip'al態 で 「消 され る」。

A案 は、 「払 り 易 」 を、 カ ル動 詞 の 未 完 了 と理 解 し、 消 され る対 象 が 「夙 へ つ 手 ・そ の 碑 文 」 とみ る。 こ の 時 、

文 脈 か ら、 「一 ・《 ・and」 の 後 に、 否 定 ・禁 止 の接 続 詞 「乙 及 ・if」を補 い 、 「そ して、(す る な!も し)彼 が そ の碑

文 を消 す な らば、 ～ 」 と理 解 す る。

B案 は、 「払 り易 」 を、 カル 動 詞 の 受動 態(Nip'al)、3人 称 の 未 完 了 を指 示 形 とみ て 、 「次 多い 彼(棺 を暴 く者)」

が 「払 い去 られ ん」 こ とを熱 望 す る立 場 を と る。

問題点2

「灘 へ つ 手 」(2行 目)を 、各 訳 者 は 「難 へ つ 手 」と改 変 してい る。 「辮-]O」(Harris1936:p.127,Segertl976:p267)

や(Gibson1982:P・14)。 「sPr麟 」(HoftijzerandJongelingl955:p.799)。 匹蕪 へ つ 手 」(谷 川2001:p.12)。 「=[一」 で

は意 味 不 明 。 人 称代 名 詞 の接 尾 辞 「夙 一 ・its」とす れ ば 理 解 で き るの が 理 由 。 「夙 ・its+へ つ 手=そ の碑 文」。 合 わ

せ て、 「そ して、(す るな1も し)彼 が そ の碑 文 を消 す な らば 、 ～ 」 とな る 。

問題点3

「乙へWつ つ 乙 」(2行 目)は 、 そ の ま ま で は意 味 不 明。 各 者 と も、 手 写 文 の 「乙 へW」 を 「乙 糠W」 と して い

る。

HoftijzerandJongeling(1995)は 、 「つ つ 乙 」 を 「withthesharpedgeof」 、 即 ち 「つ つ ・刃 物 の 刃(合)+乙 ・

with」(p.930)と み る。 ま た、 「G°W」 を、不 明 と しな が ら、 「somekindoferasinginstrument・ 削 り具 の一 種 」

と紹 介 して い る(p.1101)。 こ の観 点 で は 、 「も し彼(墓 の盗 掘 者)が そ の碑 文 を、 削 り具 の鋭 い刃 で消 す な らば 、

～ 」 とな り、 意 味 はす っ き りす る。 だ が 、 後 に、 「～」 に 該 当 す る 文 言 が 不 可 欠 で あ る(現 時 点 で は、 そ の存 在 は

未 確 認)。

Segertは 、 「Anisolatedexampleofapluralformedbyreduplicationisつ つ82.11.2"edge"」(1976:p.112p)、 お よ

び 「Theformつ つ82.11.2isexplainedasreduplicatedpl.constr."edge"」(p.116)と 解 説 して い る 。 「つ 」 は 「口」。

語 彙 集 で は 、 「∠,繕iW」 を 「Pi.(?)tobreak」 と して い る(p.302)。 い ず れ にせ よ、 この 見解 で は 、 まだ碑 文 は続

くこ とに な る。

対 し て 、Krahmalkov(2000:p.262)は 、 下 記 の よ う に、 「つ つ 乙」 を、 カ ル 動 詞 の 「REND・TEAR(from

context)・ 引 き裂 く ・破 る」、 また 「GgW」 を、 「hislongtrailing<royal>robe」(王 服 の 一 種)と み る。 こ の観

点 だ と碑 文 は完 結 す るが 、 訳 語 の根 拠 が 必 要 で あ る。

Andifheshalleraseitsinscription,hislongtrailing<royal>robewilltear[orbetorn].

杉(1992:51)は 、 「しか して も彼(こ)の 碑 銘 を抹 消 せ ば、 彼 の 子 孫 は亡 び ん」 と和 訳 。 谷 川(2001:P.12)は 、

「乙へWIつ つ 乙 」 の 訳 文 を 「… 」 と して い る。 また、F.Coulmas(1996:p.401)は 、2行 目の 「∠,gへ 」 よ り

以 降 は、 空 白の ま まで、 転 字 を して い な い。 た だ し 「andhebeeradicated」 の 英訳 を示 してい る。 また 、 古代 中近

東 の3000年 史 を詳 説 した(Kuhrt1995:P404)は 、 次 の訳 を採 用 して い る 。
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Andasforhim,ifhedestroysthisinscription,thenthe・

落書(A案)

墓室側壁に 「落書」(第2図)が ある。字体の類型は、アヒラム石棺と共通する(筆 者別人)。解釈に若干、差が

生 じている。A案(災 い)案 とB案(汝 の王)を 解説する。

(A案 一谷 川 例2001:pp.12-13)

転 写l」==メ 払 メ(3)ly乙 へ ≦』易i7多 し(2)1メOへ 乙(1)

和 訳(1～3)「 告 知 。 見 よ、 この 下 に は汝 に羅 嚢が あ るだ ろ う。」

付 記(2)ybdlkと 読 め る が 、ypdlk(KAI)の 間違 い だ ろ う。

(3)thtznは 、 「も しあ な た が これ を壊 せ ば 」 とい う訳 も可 能 で あ る。

(A案 一Gibson例1982:p.17)

英 訳(1～3)「Beware1Behold,thereisl灘 鐵鱗foryoudownhere.」

(A案 一Robinson例1995:p.165)

英 訳(1～3)「Beware!Behold[thereis]霧 麟 藻foryoudownhere.」

メOへ 乙1

Know(Behold)

y乙 へ 全 易

(へ易 つ)

youfordisaster

」 2

here(Behold!)

ラ=[iメ3

thisbottom

1行 目 の 「メOへ 乙」 は 、 「プOへ(動)+乙(前)」 の 構 成 。 弱 動 詞 「Oへ 易 ・知 る」 の 連 語 不 定 詞 形

(Krahmalkov:p.202)。 語 頭 に 「G」 が 、 語 尾 に 「メ ー」 が付 加 され て い る(Segert:p.135)。 「知 る こ と ・知 識 ・

告 知 」 な ど、 名 詞 的 意 味 を もつ 。 文 頭 に用 い られ る と、 「知 れ!」 とい っ た命 令 調 表現 に もな る 。

2行 目 の 「そ72＼」 は ・場 所 を 示 す 副 詞 「here」・ 別 に・ ヘ ブ ラ イ 語 の 「了[・Behold1」(Brown・Driver・

Briggs1951:P243)を 参 考 に す れ ば 、 「i72＼」 も 「メOへ 乙 ・知 れ!」 と 同様 の意 味 も想 定 で きる。

「y∠A全 易 」 は 問題 が あ る。 谷 川(2001:P.12)は 、 「y灘dlkと 読 め るが 、y灘dlk(KAI)の 間 違 い で あ

ろ う」 とみ る。 確 か に、 「へ 鍵 易 」 は 意 味 不 明 で あ る。 そ こで 、 「y乙 へ 纏3」 に 変 更 す る と共 に、 そ の 構 成 を

「y乙4つ 易 」 とみ る。 「へ つ3」 を動 詞 と仮 定 す る と、 「一易 」 は 未 完 了 形 の接 頭 辞 。 そ の 原 形 は 「4`《つ ・悩

む」 とな り、2行 目 は下 記 の よ う な英 訳 と な る(HoftijizerandJongeling1996:PP.902-903)。

Beholdyoushallcometogrief
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別 に、 「y乙 ・foryou+へ 全 易 ・disaster+i7夙 ・Behold!」 の構 成 で、 「へ 全 易 」 を名 詞 とみ る こ と も可 能 。 参

考 とな る の は 、 ヘ ブ ラ イ語 の 名 詞 「「-Z]・disaster・ 災 い」(Brown・DriverandBriggs1951:p810)で あ る。 こ

れ を根 拠 に、 フ ェ ニ キ ア語 で も「へ 易 つ ・災 い」 を 仮 定 す れ ば、文 脈 は 明 確 と な る 。 この 場 合 、 「へ 鑛 」 を 「へ

露 」 の 誤 記 だ と強 弁 す る 必 要 が あ る 。 問 題 は残 っ て い る。

「y乙 」 は、 「y・you+乙 ・for」の構 成 。3行 目の 「メ 払 メ ・下 」 は 前 置 詞 や 名 詞 の 機 能 。 「ラ コ=・this」 は指 示

代 名 詞(男 ・単)。3行 目は問 題 ない 。

落書(B案)

B案(汝 の王)を 解説する。

1メOへ 乙1

Know(Behold)

y乙 へ 全

(O)

yourking

易ラ夙2

Iamhere

そ7=[メ 払 メ3

thisbottom

1行 目は 「知 れ!」 で も 「告 知(す る)!」 で もよか ろ う。 間投 詞 の一 種 で あ る。

2行 目の 「y乙 へ 合 易 ケ 夙 」 は、 「」'G9雛 ク 夙 」 の方 が 妥 当 で は な いか 。 つ ま り、 単 語 の 区切 り と、2語

目の読 み を変 更 す る。

「2Lラ夙 」 は 、 「易+ラ 多Uの 構 成 。 「ケ 多Uを 副 詞 「here」 と理 解 し、 「易 一」 を 人 称 代 名 詞(1・ 単)と み る。

即 ち、 「易 ラ 夙 」 を 、 「hereIam・ 私 が こ こに い る」(Segert:P.159)と み る 。 同 時 に、 「y乙1議 ≦L」を 「y乙 犠 全 」

に変 更 す る理 由 を示 す 必 要 が あ る。

① 前 提 と して 、 「y乙 へ 全2L」 の 意 味 が不 明 で あ る 。

② 次 に、 「へ 」 の 字形 が 「O」 に似 て い る。

③ 結 果 的 に、 変 更 に よ って 、 文 意 が 明 確 に な る。

1行 目に、 「へ 」 と 「O」 が あ り、2行 目 も 「へ 」 と読 め る 。 これ を書 き手 の 誤 りと仮 定 し、 「O」 に変 更 した場

合 、 「y・ 汝 の+乙O合 ・王 」 と な る。3行 目 に 問 題 な い。 総 合 す る と、 「知 れ!私=汝 の 王 が こ こに い る。 こ の

下1」 と理 解 で きる。Krahmalkov(2000:p.160)も 、 「Know:1,yourking,amhere,atthebottomofthis<shaft>」

と英 訳 してい る。 と にか く、A・B案 と も、 碑 文 自体 の 再 観 察 と検 討 が 必 要 で あ る。

以上、石棺碑文の書 き手と、落書きの書き手による恐ろしい 「呪い文」や強い 「警告文」にもかかわらず、後日、

墓 も石棺 も盗掘されて しまった。まことに不運なことである。 といっても、アヒラム石棺 自体、かつて誰かの石棺

を転用 したのである。
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アジタワッダ碑 文

本碑 文 は 、 東 トル コ ・カ ラテ ペ 遺跡 の 北 門 で 、H.T.ボ ッセ ル トが1946～7年 に発 見 した(第3図)。 南 門 に も北 門

同様 の碑 文 断 片 が あ る。 本 遺 跡 は、 フ ェ ニ キ ア世 界 の北 西 外 縁 、 新 ヒ ッ タイ ト世 界 に位 置 す る。 象 形 ル ウ イ語 が 並

記(大 城 ・吉 田1990:pp.208-211)さ れ 、 フ ェ ニ キ ア文 が 同語 解 読 の 鍵 と な っ た 。 象 形 ル ウ ィ語 の 解 読 史 はMJ)op:

(1999:PP.136-145)、 碑 文 集 成 の 経 緯 はJ.D.Hawkins(1998:PP69-83)に 紹 介 され て い る。

本 碑 文 は 、 第1～IV欄 で構 成 され、 第 皿欄 の一 部 は 隣石 や 台 石 に、 第IV欄 は ラ イ オ ン像 に刻 まれ て い る。 前8世

紀 代 。KAPH・MEM・QOPHの 字 形 は、 前11～10世 紀 の ア ヒ ラ ム碑 文 とは 異 な る。 後 半 期 フ ェ ニ キ ア 文 字 の 初 源

(Peckham1968:p.115)。 碑 文 発 見 の 経 緯 は、 ツ ェー ラ ム 『狭 い 谷 、 黒 い 山』(辻 訳1959年)に 詳 しい。

第1欄

へ ≦』O乙O≦3yへ ≦i』多㌧ へ 嵐《プ]=凌yそ7及1

servantofBaalblessedtheAZITAWADDA(am)1

「yi7次 」 は、 独 立 人 称 代 名 詞 「私 」。 「へYメ=[次 ・AZITAWADDA」 は 人 名(男)。 「私 は ア ジ タ ワ ッ ダ」。 動

詞 の ない 名 詞 文 で あ る。

「yへ ≦L」は、 動 詞 「yへ 全 ・bless」 の 分詞 ・受 動 態 。 定 冠 詞 「一 ・the」 が付 く。 後 に神 名 「乙O全 」 が あ り、

「バ ア ル神 に祝 福 され し者 」 とい っ た ニ ュ ア ン ス。 役 職 名 「thestewardofBa,al・ バ ア ル の 高 官 」 と も訳 され る

(Gibsonl982:p.56)。 「へ 全O・ofservant」 は名 詞 で 合 成形 。 碑 文 が 刻 まれ る以 前 に、 碑 石 の 一 部が 欠 損 。 そ こを避

けて 次 行 に 続 く。 次 行頭 は 「乙O会 ・Baal」。 上 記 を合 わせ 、 「私 は ア ジ タ ワ ッダ、 バ ア ル に祝 福 され し者(バ ア ル

の 高 官)、 バ ア ルの 僕 」 と な る。

り 易(blank)そ7ラ へy乙 りyへ1《 及 へ へ 及W次 乙O全2

DanunianskingofAWARKUmadepowefullwhomBaal

「W次 」 は、 関係 代 名 詞 の 目的 格 「whom」 。 「へ へ 次 」 は 、 動 詞(Pi'el態)「 強 く した」。 「yへY及 ・AWARKU」

は人 名(男)。 「y乙 り 」 は 「kingof」(合)。 碑 石 欠 損 部 を 避 け た 結 果 、 間 隔 が 開 い て い る が 、 「り 易i7ク へ ・ダ ヌ

ヌ人 達 」 で0つ の単 語 。 「ラ ラ へ ・ダ ヌ ヌ 人」 の複 数 形 。合 わ せ て 、 「ダヌ ヌ 人 達 の 王 ア ワ リ クが 強 く した 者 」。 本

碑 文 の 主役=ア ジ タワ ッダ は、 国王 で な く、 国王 ア ワ リク の家 臣 で あ る こ とを 明言 して い る。

ア ワ リク は、 トル コの ア ダナ 地 方 を支 配 した新 ヒ ッ タイ ト系=ア ラ ム系 の クエ 国 キ リ キ ア(Kuhrt1995:p.413)の

王 。 王朝 名 が 「ム プ シュ の家 」。 前738年 、 テ ィグ ラ トピ レセ ル3世 が貢 ぎ物 を徴 集 した王 の一 人(谷 川2001:p.29)。

本碑 文 の 年代 の根 拠 とな る。

ダヌ ヌ 人 は 、 ア ダナ 地 方 に 住 む 民 族 名 。 ラ メセ ス3世 の メ デ ィネ ト ・ア ブ神 殿 の 戦 争 場 面 で は、 ペ リ シテ 人 ・

チ ェ ケ ル 人 ・ダ ヌ ヌ人 が 一 様 に 、 羽根 付 き帽 子 をか ぶ り、 房付 き上 着 で登 場 す る とい う(ワ イズ マ ン編1995:pp.104-

105)o

一14一



羅讃静癒脇
晦

潤
、

膿
帥.
蕪

{
藁

諏繍譜鍬趣瓶轟

第3図

1ア ジタワッダ碑文 とボッサル ト博士

2ア ジタワッダ碑文の第IV欄

3ア ジタワッダ碑文の第1欄

(出 典C.W.ツ ェ ー ラ ム1959)

f

＼

璽

あ

響
鴇・

緊

伽

魂
懲鶉

響

鍵
管

婆
鱒

嶽甕
縫.盤

ぐ
騰

欝

識
灘
.聴離

灘

羅
購
簸

織

轡
臨

ぎ

ー

さ

、
知
.

・

チ、

∴
嚇
∵
ご
三

綜
、、

無

、

、

避
、民

、
、山

阿

〆

晒

爆
.∴耀

網
鰍

㌢

宅

菱

儀

露
ー

ー

・嚢

羨

轟

礁奪

,麟
盤

メ
轟濠

選

..叢

藩
鱗

騰
菰

や
、
碧

.・̂

・

・
聾

㌦
く

博

、

'

一ウ

↑

・

"

や

ノ

ノ

や

ぐ

み

ヰ
ヰ

.・
、
・ゆ

～

憶

、惑

、

-ゼ∴

鵜

繍

"

㌦
㌔㎡2

3

践離蜜灘

1薫
灘霧

～

1

～

3

《

5

6

7

8

夕

-o

"

艇

捲

件

15

46

47

、48

曽

20

a

一15一



メ 易及yラ 次Y豆2り 次 乙1《 全 次 乙 》ソ易 ラウ4乙 乙O全 う1乙Oつ3

(n.a.)Ivivifiedmother(o.c.)andfather(o.c.)DanunianstoBaalmemade

「そ7乙Oつ 」 は、 動 詞(不 ・絶)+人 称 代 名 詞(1・ 単 ・男)=「 ク ・me+乙Oつ ・made」 の構成 。 過去 完 了。

主 語 は 「乙O全 ・バ アル(神)」 。 「バ アル は私 を～ と した 」。 次 は、 「り2ラ ク へ ・ダヌ ヌ人 達+乙 ・to」 の構 成 。 「ダ

ヌ ヌ人 に と っ て」。 「り 次 乙Y会 次 乙」 の う ち、 「全 渉《」 は 「父 」、 「り 次 」 は 「母 」。 共 に、 目的格 補 語 マ ー ク(O.0.

‐objectivecomplement)の 「一乙 」 が 付 く
。前 置 詞 「一乙 」 に は様 々 な意 味 が あ る。 先 の 「り易 ラ ラへ+乙 」 は

「ダ ヌ ヌ 人 に と っ て」 の 意 味 。 後 は 「to」で な く、 「like・～ の よ うに」 の ニ ュ ア ンス 。 「全 次+乙 」 は 「父 の よ う

に」、 「り 及+乙 」 は 「母 の よ うに」。 合 わせ て 、 「バ ア ル(神)が 私 を ダヌ ヌ 人 達 に と って 父 の よ うに また母 の よ う

に した 」。

「Y豆 易 」 は、 「2Y仏 ・生 きる」 の 使 役(Yip'il)態 ・不 ・絶 ・過 去 完 了 で 「生 き させ た ・復 興 させ た 」。 主語 は

「yラ 及 ・私 」。 「メ 弓 次 」 は 「対 格 マ ー ク」(n.a.‐notaaccusative)。 次 行頭 に 「ツ 易 へ ・ダヌヌ 人達 」 が くる。 「私

は ダヌ ヌ 人 達 を復 興 させ た」。

一W次 と》り 》ヲ乙 ク へ 及(PりOや へ
、及yや 次 ≦』払 へ 易 り 弓 ラ ラ へ 、4

sunrisingsinceAdanaPlainofterritoryofIextendedDanunians

(fromEast)

動 詞+主 語+目 的 語 の 語 順 。 「全 払 へ 易 ・広 げ た 」(不 ・絶 ・過 完)は 、 「≦L豆へ 」 の 使 役(Yip'il)態 。 主 語 は

「yク 及 ・私 」。 以 下 は 目的 語 。 「yラ 及 ・～ の領 土 」(合)。 「(PりO・ ～ の 平 原(合)+ラ へ 及 ・ア ダナ 」 は 地 名 。

当 時 、 ア ダ ナ を 中心 とす る新 ヒ ッタ イ ト系 の 国家 は、 「ア ダナ の 平 原 」 と呼 ば れ て い た 。 合 わ せ て 、 「ア ダ ナ の平 原

の領 土 を広 げ た」。 次 に 、 そ の範 囲 が 記 され る 。

「弓 凌全 り へ σ 《WりWiVC1/》 ソ乙 」 は 、慣 用 語 句 「日の 出(東)か ら、 日の入 り(西)ま で 」。 「及 や ツ リ 乙」

は、 「黙 》り+り+乙 」 の構 成 。 複 合 前 置 詞 「》ヲ ・from+乙 ・to」 は 、 「since」 の 意 味 。 「及 や り 」 は、 同 じ綴 りの

動 詞 「次 や り ・到 着 す る」 の 分 詞 。 「wow・ 太 陽」 は 、石 碑 に余 白 が な く、綴 りの 途 中 で 次 行 に 移 っ て い る 。

一2Lラケ へ 乙 りOケ 乙y2Lメ リ 易 全 クyY易 次 全 り へOYWり5

DanunianstoprosperityallmydaysinwereAndit'ssettinguntiltoand

(toWest)

「一 「〔・and」。 「へO」 は 、前 置 詞 「untilto」。 「次 全 り ・入 口」 に は 、 「太 陽 の」 を指 す 代 名 詞 「2-・ItS」(3・

単 ・男)が 付 い て い る。

「ケy+1・And」 の構 成 。 「{7y≒Be動 詞」 は 、3・ 単 ・男 の完 了 形 。 「易 ・my+メ 》ヲ易 ・days+g・in」 の構i

成 。 「メ リ 易 」 は、 「り2・ 日」 の 複 数 形 。 「¢ 一 ・my」 は所有 人称 代 名 詞 。 合 わせ て 、 「ま た私 の 日々 に は～ が あ っ

た 」。

「乙y・all」 は形 容 詞 。 こ こ で碑 石 が 欠 損 して お り、 そ こ を避 け て 次 の 単 語 が 刻 まれ て い る。 「りO{7」 は 「繁

栄 ・喜 び」。 「》ヲ3{7i7へ ・ダ ヌ ヌ 人 達+乙 ・for」 の構 成 。 「り 弓i7{7へ 」 の 「『ソー」 は、 余 白 の都 合 で 、6行 目の

頭 に くる。6行 目 と合 わせ 、 「また 私 の 日々(時 代)に は あ らゆ る繁 栄 が ダヌ ヌ 人 達 に あ っ た 、 また 豊 作 と 旨 い も

の(が あ っ た)」。
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一〇 つYへOつ メ へ(poy{7及 及 乙 りYりOi7りYO会WYり6

acquiredandPaarstorehousesofIfilledAnddaintyandplentyand

「ogw」 は 「豊 作 」。 「/VJ/」 は 「旨い もの」 とい っ た よ う なニ ュア ンス。 この部 分 を、 杉 は 「しか して わが

御代 は ダ ヌ ン人 に とっ て はす べ て健 康(幸 福)、 富 裕 に して 安 寧(自 由独 立)な り き」(1992:p.51)と 文語 調 に、 谷

川 は 「私 の 日々 に は あ っ た、 あ ら ゆ る良 い 物 が ダ ヌ ヌ人 に、 ま た豊 か さ と美 味 な る物 が 」 と語 順 に合 わせ 和 訳 して

い る(2001:p.26)。 この よ う な表 現 は、 以 降 、 よ く登 場 す る。

「一 《 ・And」 。 「次 乙 》ソ ・満 た した」 は、Pi'el態(強 意 ・能 動)の 不 ・絶 ・過 去 完 了。 主 語 は 「yラ 次 ・私」。 目

的語 は 「へOつ メ へ(PO・ パ ア ル の倉 庫 群(複 ・合)」。 こ こで碑 石 が 欠 損 して お り、 そ こを避 けて 次 の 単語 が刻 ま

れ て い る。 「・ ・つ ・パ ア ル」 は、 王 ア ワ リク の住 む クエ の首 都 。 合 わせ て 、 「ま た私 はパ ア ルの 倉 庫 を満 た した」。

「一 《 ・そ して」。 動 詞 「乙Oつ ・得 た 」(不 ・絶 ・過 完)。 そ の 主 語 「yラ 及 ・私 」 は次 行 の 頭 に きて い る。 合 わ

せ て、 「そ して私 は～ を得 た」。

一乙Oメ ラ 払 りYラ ヘ リ 乙O」 ヘ リY手 手 乙O手 手yラ 次 乙7

uponarmyandshielduponshieldandhorseuponhorseI

何 を得たのか。「乙O・upon」 の前後に 「手手 ・馬」の単語があり、即ち、「馬の上に馬」。「ケへ》ヲ乙Oケ ヘリ」

は 「盾の上に盾」。「ラヘリ ・盾」。「メi7豆 乙Oメ ラ払り」は、「軍隊の上に軍隊」。「メケ払り ・軍隊」は女性名

詞。最後の単語は、碑石が欠けているので、それを避けて刻まれている。6行 目末と合わせて、「また私は馬の上

に馬を、盾の上に盾を、軍隊の上に軍隊を得た」 となる。

リ ヤ》∠,リ メへ 全WYり 乙 及Y乙O全 へ 全O全 メ ラ 払 り8

detractorsdestroiedAndgodsandBaalbecauseofarmy

「メ ケ仏 り ・軍 隊」(女)。 「へ 全O+g」 は 、 複 合前 置詞 「becauseof・ ～ の た め に」。 「Gag・ バ アル 」 は神 名 。

この後 は 「り 乙 次 ・神 々+Y・ ～ と」。 合 わせ て 、 「バ ー ル(神)と 神 々 の た め に」 とな る。

「メへ 全W」 は 、動 詞 の 完 了 形 「へ 全W・ 粉 砕 した 」 に、 主 語 とな る人 称 代 名 詞 の 接 尾 辞 「メ ー ・私 が 」 が 付 い

た もの 。 「私 が 粉 砕 した 」。 目的 語 は 「り や 乙 》ソ ・あ ざけ る者 達 」。 この 単 語 は 、 動 詞 「やY乙 ・あ ざ け た」(Yip'il態

「や 易 乙 」Y→ 易)の 分 詞 形(接 頭 の り)で 、 複 数 形(接 尾 のり)で あ る。 合 わせ て 、 「私 は あ ざ け る者 達 を粉 砕

した」。

yラ 及 及 ラ θ2Yヤ 》へ 及 ≦」 ラyw及Oへ2＼ 乙yyラ 及(TメY9

1builtAndlandinwerewhoeviltheallIremovedand

「一 《 ・and」。 動 詞 「(Pヘメ 」(未 ・絶)は 「追 い払 っ た 」。 主 語 は 「yラ 及 ・私 」。 目的 語 は 「◎ へ夙 乙y・ す

べ て の悪 魔 を」。 「一多Uは 、 定冠 詞 「the」。 「や へ 及 全 ラyw次 」 は 「国 にい た とこ ろ うの」。 「W及 」 は 関係 代 名

詞 。 「クy」 は 「i7wy≒Be動 詞」 の3・ 単 ・男 の 完 了 形 。 「や へ 及 ・国+g・in」 は 「国 の 中 に」。 合 わせ て、 「そ

して 国 の 中 に い た すべ て の悪 魔 を 追 い払 っ た」 とな る 。

「-Y・And」 。 「及i7θ 易 ・建 て た 」 は、 「及i7θ 」 のYiphil態 ・不 ・絶 ・過 去 完 了 。 主 語 は 「yラ 及 ・私 」。 目的
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語 は 、 次行 に あ る。

りOラ ・ 易i7へ 次WへW∠ ・yケ 次 乙OつY》 ヲOi7全 易yへ 次 メ 全10

goodthingsmylord'sfamilyofforImadeandfortuneinmylordhouseof

「メ 全 」 は 「～ の 家 」。 「易 ・私 の+yへ 、及 ・主 人 」(合)。 「/V・ 繁 栄+g・in」 。 前 行 末 と合 わせ 、 「ま た私 は

私 の 主 人 の 家 を繁 栄 の 中 に建 て た」。

「一 《 ・And」 。 「∠,Oつ ・～ を した」 は動 詞 。 目的語 は 「りOi7・ 善 きこ と」。 「易 ・my+ラ へ 及 ・lord+WSW・

familyof+乙 ・for」 の構 成 は 、 「私 の主 人 の家 族 の た め」。 合 わ せ て 、 「そ して私 は私 の 主 人 の家 族 の た め善 きこ と

を した」。

メ 次 り ∠,wyラ 次 メWY3全 次 及 手y∠,oyラ 及 会W易Yll

withpeaceIestablishedAndhisfatherthroneofuponIsettledAnd

「全W易 ・座 らせ た」(不 ・絶 ・完)は 、Yip'il・ 使 役 能 動 態 。 誰 を座 らせ た の か 、 人物 は な いが 、 幼 少 時 代 の ア ワ

リ ク。 場 所 は 「易 ・his+全 次 ・父+及 手y・ の 王 座+乙O・upon=彼 の父 の 王 座 に」。 合 わ せ て、 「そ し て私 は彼

(ア ワ リク)の 父 の 王 座 に(ア ワ リ ク)を 座 らせ た 」。

「メW・ 置 い た」(文 意 は 「確 立 し た 」)は 、 「メ 易W」 の3・ 単 ・男 ・完 。 主 語 は 「yラ 汝 ・私 」。 目 的 語 は

「り 乙W・ 平 和 」。 「メ 次 ・with」。 次行 頭 を合 わせ 、 「また 私 は平 和 をあ らゆ る王 と確 立 した」 とな る。

と【 多(Pへ や 皇y乙 り 乙y-乙Oつ メ 会 及 皇 つ 泌 《y乙 り 乙y12

andmyjustnessbykingeverymeputfathersinalsoAndkingevery

前 行 の続 きで、 「乙y・every・all+y乙 り ・王 」。

「つK・also」 は接 続 詞 。 「Y・And」 が 付 く。 「メ 全 次 」 は、 「≦L次 ・父 」 の複 数 形 。 男性 名 詞 の 複 数語 尾 は、 通

例 、 「一 ソ」 だが 、女 性 名 詞 の語 尾 と同様 「メ ー」 例 もある。 「g・in」 が付 く。 「父 達 の 中 に」。 前 出 の動 詞 「乙0つ 」

は 、 ここで は 「置 い た」。 目的 語 の 人称 代 名 詞 「ラ ー ・me」 が 付 く。 主 語 は 、 「y乙 『ヲ 乙y・ あ らゆ る王 」。 合 わせ

て 、 「あ ら ゆ る王 は父 達 の 中 に 私 を置 い た 」。 「父 達 」 は 、 「王 の 取 り巻 き達 」 の意 味 で あ ろ う。

以下 、 理 由が 記 され る。 「(Pへや ・正 義 」。 「g」 は、 「in」や 「by」 の 意味 が あ り、 ここで は後 者 。 「易 一 ・my」。

「一 《 ・and」 の後 は次 行 と な る。

一〇 メ 易 り 豆y」 ー ラ≦㌧Y2L≦ 」乙 》ヲOラ ≦LY易 メ//≦313

fortressIbuiltAndmyheartexcellenceofbyandmywisdomby

「易 ・my+メ リyu・ 思 慮(女)」 。 「》ソOi7」 は 「～ の美 徳 」(合)。 後 の 「易 ・my+全 乙 ・心 」 と繋 が る。 合 わ

せ て 、 「私 の正 義 と私 の 思 慮 と私 の 心 の 美 徳 に よ って 」。

「-Y・and」 。 「ラ 全 ・建 て た」 は、 動 詞 「易 ラ 全 」 の 不 定詞 ・絶 対 形 。 過 去完 了 を表 す迂 言 用 法(pastperfective

periphrastic)や 接 続 法(subjunctive)は 、CharlesandKrahmalkov(2001:pp.211-212andp.206-207)を 参 照 の こ

と。 主 語 は 「)陛7次 ・私 」。 目的 語 は 「//・ 城 壁 」(女)。 次 行 に また が る 「メ エO」 は、 「工O・ 強 い」(女)
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の複数形。合わせて、「また私は強固な城壁を造った」。

i7yw及 全 リ リ(Pり 全 り 乙gへ ∠,Oメ2Lや(P乙y全 メ==14

werewhereinplacesinbordersuponoutlinesallin

そ の場 所 が記 さ れ る 「乙y・all+g・in」 の構 成 。 「メ3ヤ 》(P」 は 、 「夙 ヤ》(P・ 辺 境 」 の複 数 形 。 「り 乙会 へ 」 は 、

「Ggへ ・国境 」(男)の 複 数 形 。 接 頭 辞 「一全 ・in」 が 付 く。 「リ リ(Pり 」 は 「り 《Pり ・場 所 」 の 複 数 形 。 接 頭 辞

「-g・in」 が付 く。 「あ らゆ る 国境 の 外 縁 に」。 続 い て 、場 所 の 説 明 が され る。

「W及 ・関代 ・where+合 ・in」で 、 「～ の場 所 に」。 「ラy」(≒Be動 詞3・ 単 ・男 ・完)。 主 語 は 、 次 行 の頭 に あ

る。

へ 全OW及 乙gW次 り へ ヘ へK∠,O会 りOヘ リy次15

subjectwho(neg.)whobanditschiefofbadmen

「りW及 ・men」 は 、 「W次 ・man」 の 複 数 形 。 「W次 」 は 関係 代 名 詞 。 「りOへ 」 は 、 「Oへ ・悪 い」 の 複 数 形 。

「乙O全 ・～ の 首 領 」 は 合 成 形 。 「り へ ヘ へK」 は、 「へ ヘ へ次 ・盗 賊 」(男)の 複 数 形 。 合 わせ て 、 「悪 人 達:盗 賊

達 の 首 領 が い た 」場 所 。 「W及 」 は関 代 。 「∠.g」 は 否 定 辞(negation)。 「へ 全O」 は 、名 詞 で 「服 従 者 」(男)。

一『ヲOつ メ 払 メ リ ク メW4`《 メ=[Kyラ 及YWつ リ メg∠,ラy16

footundersetAzitawaddaIAndMopshouseofwere

「-」 は、 「〉「i7Yy≒B動 詞 」 の3・ 複 ・男 ・過 完 。 「Wつ り ・Mops+メ 全 ・houseof」 は 「モ ボ ス の 家 」。所

属 を表 す 接 頭 辞 「一乙 ・of」が 付 く。 「モ ボ ス の 家 の 服 従 者 」。 「モ ボ ス(Moレos>の 家 」 とは、 国 王 や ア ジ タ

ワ ッダの 家系 。 前行 と合 わせ る と、 「モ ボス の 家 の服 従 者 で なか った 者 」。13～16行 目は、 「また私 は、 悪 人 達:盗 賊

の 首領 達:モ ボ ス の家 の服 従 者 で なか っ た者 が い た あ らゆ る 国境 の外 縁 に 強 固 な城 壁 を造 っ た」。

「yラ 及 ・私 は+Y・and」 。 「へYメ=[及 ・ア ジ タ ワ ッ ダ」。 「リ ラ メW」 は、 動 詞 「メW・ 置 く」 に、 人称 代 名 詞

(3・ 複 ・男 ・対)「 りi7-・them」 が付 い た もの。 「彼 ら を置 い た」。 「メ 払 メ 」 は、 前 置 詞 「～ の下 」。 「りOつ 」

は 、女 性 名 詞 で 「足 」。 次 行 の頭 に続 くが 、 接 尾 辞 に 「易 一 ・my」 が付 く。合 わせ て、 「そ して私 ア ジ タ ワ ッ ダは彼

らを私 の足 の下 に置 い た」。 「足 の 下 に置 く」 は 「征 服 した」 を意 味 す る慣 用 語 句 。

与 ラヘ リラプgWGプ リ2＼ リリ(Pり全 メ¢》ヲuyラ 次 ラ全Xi塾17

DanuniansthemsettlemaythoseplacesinfortressIbuiltAndmy

「-・ 建 てた」 は 、 「易 ラ ≦L」の 不 定詞 ・絶 対 形 。 主 語 は 「yラ 及 ・私 」。 目的語 は 「メ 易 り 仏 ・城 壁 」。 「//(Pり ・

場 所(pL)+g・in」 の後 に、 指 示 代 名 詞 の複 数形 「メ リ2＼ ・those」。 合 わせ て、 「そ して 私 は城 壁 を そ れ らの 場 所

に建 て た」。

「》ソi7プ 全W∠,」 は、 「リ ラ(人 称 代 名 詞)+メ 全W(動 詞)+∠,(接 頭 辞)」 の構 成 。 「全W易 ・住 む」 に、 連 語

不 定 詞 を構 成 す る 「一乙 ・may」 と、 人 称 代 名 詞 「りi7-・them」(3・ 複)が 付 く。 「彼 らが 住 め る よ うに」。不

定 詞 を用 い た接 続 法(叙 想 法)は 、CharlesandKrahmalkov(2001:pp.206-207a)を 参 照 の こ と。 接 続 法(叙 想 法)
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とは、「話し手が叙述内容を心の中で考えたこと(想 念)を 述べる法」(田 中編1988:p.645)。

次行前半と合わせ、「彼 らダヌヌ人達が、彼 らの心の平和の中に住めるように」。「り易ララへ ・ダヌヌ人達」は

前出。

凌 全 り 全 メ=[Oメ や へ 次-LACラO、 《 リ ラ 全 乙 メW7全 り 易18

entranceofinstronglandsIdefeatedAndtheirheartpeaseofin

「メ 」」 は 女 性 名 詞 で 「～ の平 和 」(合)。 前 置 詞 「一≦iL・in」が 付 く。 後 の 「リ ラ ・彼 ら の+≦L乙 ・心 」 と合

わせ て 、 「彼 らの 心 の 平 和 の 中 で 」 の 意 味 。

「一 ・《 ・and」 に続 く 「i70・ 征 服 した 」(不 ・絶)は 、 動 詞 「易 ラO」 のPi'el態 。 主 語 は 「yラ 次 ・私 」。 目的語

の 「メ や へ 次 ・国 々」 は 、 「や へ 汝 ・土 地 ・国」(女)の 複 数 形 。 「メ=[O」 は、 「工O・ 強 い」 の 複 数 形 。 「W》ヲW

+次 全 り 」 は 、 「太 陽+の 入 口(合)」 。 つ ま り 「西 方」。 「-g・in」 が 付 く。 「そ して 私 は西 方 の強 い 国 々 を征 服 し

た」。

一及Y易 ラ つ ∠・ ラyw次 りy乙 り 夙 乙yi70∠ ・全W次WりW19

Butpredecessorwerewhokingsthealldefeated(neg.)whichsun

次 に、 「以 前 い た王 達 が 征 服 で き なか った 所 の 西 方 にお い て 」 と説 明 され る。

「Gg」 は 否 定(negation)の 小 辞 。 後 の動 詞 を 否 定 。 「ラO・ 征 服 した」 は 、 動 詞 「易 ラ0」 の3・ 単 ・男 の 完

了形 。 「りy乙 り ・王 達+多 いthe+乙y・all」 の構 成 で 、 「す べ て の 王 達 」。 定 冠 詞 「一夙 ・the」 が付 く。 関係 代 名

詞 「W次 ・who」 。 「」 ≒Be動 詞 」。 「2Lラつ 乙 」 は 、 「前 任 者 ・祖 先 」 な どを 意 味 す る が 、 こ こで は 「以 前 に い た

王 達 」。

最 後 の単 語 は、 次 行 に また が る 。 「yラ 次 ・私 は+1・But」 。 この 「-Y」 は、 次 行 との 文 脈 か ら、 「And」 よ り

も、 「But」 の ニ ュ ア ンス。

yケ 及 り 全W易yラ 次 り へ へ2Lリ ケ メ ラOへYメ=[及yラ20

1themresettledIthemdeportedthemdefeatedAzitawaddaI

人 名 「へYメ 工 及 ・ア ジ タ ワ ッダ」。 「yラ 次 ・私 」。 合 わせ て 、 「私 ア ジ タ ワ ッ ダは」 とい っ た強 調 形 。 「メ ラO・

征服 した」 は、 「易{70」 の1・ 単 。 弱動 詞 の3子 音 目が消 え、 主 語 の 「プ ・1」と、 目的 語 の 「/J・them」(3・

複)の 接 尾 辞 が付 い て い る。

「へ へ 易 ・移 送 した 」(不 ・絶)は 、yiph'il態(使 役 能 動)で 、 人称 代 名 詞 「り 一 ・them」 の接 尾 辞 が 付 く。 征 服

した 土 地 の住 人達 を 強制 的 に移 動 させ た。

「り 全W2L」 は、 カ ル動 詞 「会W易 ・住 まわ せ た 」(yiph'il態 ・不 ・絶)に 、 人称 代 名 詞 「り 一 ・them」 が 付 く。

次 行 に、住 まわせ た場 所 が 記 さ れ る。

り ¢i7ラ へYWりW及 や り 全 易 乙 ≦Lヘ メや(P全21

Danuniansandsunexitofinmyborderedgeofin
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「メ ヤ》(P」(女 ・合)は 「～ の 外 縁 地 域 」。接 頭 辞 「g・in」 が付 く。 「Ggへ ・国境 」 に は 、 「易 一 ・my」 が 付

く。 「WりW・ 太 陽+次 や り ・の 出 口(合)」 は、 「東 」 の 意 味 。 前行 末 と合 わ せ て 、 「私 は、 彼 らを太 陽の 出 口(東)

にあ る 私 の 国境 の 外縁 地域 に住 ま わせ た 」 とな る。 即 ち 、征 服 した西 方 の 人 々 を、 領 土 の 東側 外 縁 へ 強 制 移 動 した。

最 後 の 「り 易 ケ ラ へ 」 は 「ダ ヌヌ 人達 」。接 頭 辞 「一 《 ・and」 が付 く。 この 部 分 は 、 次 の石 碑 の1行 目へ と続 く。

第II欄

乙y全 弓 メ リ2LgラyYりWメ 全W易1

allinmydaysinwereAndthereIresettled

先 ず 、 「メ+全W易 」 の 構 成 。 「全W2L」 は、 「住 ま わ せ た」(過 完)。 「メ ー ・1」は 主 語 。 目的 語 は、 前 欄 末 尾 の

「り 易 ラ ラ へ ・ダ ヌ ヌ人 達 」。 「りW」 は、 副 詞 「そ こへ 」。 合 わ せ て 、 「私 は 、 ダ ヌ ヌ 人達 を そ こへ 住 ませ た(移 住

させ た)」。

「-≒Be」 。 「易 ・my+メ 》ヲ易 ・days+≦ いin」 は 、 「私 の 日々(時 代)に は」。

WりW及 や リ リ 乙i7へ 次(PりO乙gへ2

sunrisingsinceAdanavalleyofborderof

「Ggへ ・～ の 国境 」 は前 出 。 「ラ へ 次 ・ア ダナ+(/V・ の 平 原 」 は 前 出 。 前行 末 と合 わせ て、 「ア ダナ の平 原 の

す べ て の 国 境 に」。

「次 や リ リ 乙」(前 出)は 、 「次 や り+り+乙 」 の構 成 。 複 合 前 置 詞 の 「り ・from+乙 ・to」 で 、 「since・ ～ 以 来」

に相 当 す る。 「一 『ヲ」 は、 本 来 は 「ク リ ・from」。 「次¥》ツ 」 は、 動 詞 「次 や2L・ 出 た 」 の 分 詞 。 「WSW・ 太 陽 」 は

前 出 。

ラyw次 リ リ(Pり ≦』Y易 次 ≦㌧り へOY3

werewhereplacesinAndit'ssettinguntiltoand

「へO+Y」 は、 「そ し て ～ ま で」。 「易 次 ≦Lり」 は 、 「易 ・its(代 ・3・ 単 ・女)+及 全 り ・入 り 口」 で、 「そ の

(太陽 の)入 り口=西 方 」。

「ヲリ(Pり 全Y」 は 、 「//(T・places+g・in+1《 ・And」 の構 成 。 「また 諸 地域 にお い て 」。 「WX《」 は 関係 代

名 詞 。 「ラy≒Be動 詞 」(前 出)。

メy乙 乙 り へ 及 ◎ メW易W次 りOメWラ 」つ 乙4

walktomanfearedwherewerefearedbefore

「りi7つ 乙 」 は 副 詞 「before」。 「りOメWi7」 は、 「OメW・ 恐 れ る」 のNip'al(受 動)態 の 分 詞(継 続 状 態 を示

す)で 、 「恐 れ られ た 」。Nip'al態 は 、 語 頭 に 「一ラ 」 が付 く。 語 尾 の 「り 一」 は男 ・複 。 前 行 と合 わせ 、 「そ して、

か つ て恐 れ られ た諸 地 域 に」。

次 に、 そ の場 所 が 説 明 され る。 「W次 」 は 関係 代 名 詞 。 「OメW易 」 は、 「OメW」 の 未 完 了 形(3・ 男 ・単)。 語
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頭に 「一易」が付 く。「りへ次」は 「人」(名 ・男)。 「メ)γ乙」は、動詞 「y乙多い 歩 く」の不定詞。前に不定詞を

示す接頭辞 「一乙」が付 く。かかる不定詞は 「連語不定詞」と呼ばれる。

ヘブライ語(例 えば、キリス ト聖書塾1990:p.113)に も見 られるように、語根の第1字 目が 「一夙」(弱 動詞 ・こ

こでは 「y乙多U)の 場合、それが脱落 して 「乙」に代わ り、語尾に女性形 「メ ー」が付 く不規則な不定詞形例で

ある。合わせて、「人が歩 くのを恐れていたところの」(4～5行 目頭)。

一j乙yメ メW次yク
K易 メ リ ¢ 全Yyへ へ5

(walk/enjoy)canwomanImydaysinandroad

易 へ 仏 乙yメ メW次(別 案)

alonewalkswoman

(5)

5～6行 目に 対 し、解 釈 は多 様(① ～ ⑥)で あ る。 「yへ へ ・道 」(女)。 「易 ・my+メ リ 易 ・days+g・in+1《 ・

and=私 の 日々(時 代)に は」 も問題 は な い。 後 の 「yラ 及 ・私 」 は 、 動 詞 の 主 語 で な く、 「私 の 日々 」 を強調 す る

役 割 。 問題 は、 これ 以 降 で あ る。

問題 の発 生 場 所 に① ～ ⑧ を記 す と共 に、 訳 文 例 を並 記 して お く。

りy乙つ 乙へ 易へ払 乙yメ メW次

Oo●o●o

易へ仏乙yメ

●o

rinmydaysawomanwalksalonewithoutbodyguards(Krahmalkov2000:p.86)

rbutinmydaysawomancouldwalkbyherselfwith(her)spindles,(Gibsonl982;p.49)

「… 」(杉1992:p.51)

「私 自 身 の 日 々 に は 、 女 が 錘(つ む)を 持 っ て 一 人 で 歩 い て い た 」(谷 川2001:p27)

① 「メW次 ・女 性 」 を、 単 数 とみ る見 解(Gibson1982、 他)と 、 複 数 とみ る見 解 があ る。 通 例 、 「W及 ・男(単)」

と 「りW及 ・男(複)」 、 「メW及 ・女(単)」 ・「メ メW次 ・女(複)」 。 た だ し、 訳 文 に は影 響 しない 。

② 「乙yプ 」 を 、 「∠,y2L≒can」(3・ 単 ・女 ・未 完)に 関 係 づ け る 見 解 が あ る 。Gibson(1982;p.49)の 「could」

や 、 谷 川(2001:p.166)の 「で き るV「ykl」 で あ る 。

③ 別 に、 「魏 醗 メ 」 を 鷹鎌 縷 メ 」 と読 む見 解 もあ る 。Segert(1976:p271)は 「ラ ⊃n」(乙yメ)と す るが 、

Krahmalkov(2000:p.86)は 「wbymtyinkoStt<1>klhdydlplkm,」 の よ う に 、 「y乙 メ=shewalks」(3・

単 ・女)(P.181)と み る。 「雛 葦メ 」 とす る と、 動 詞 「y乙 夙 ・歩 く」 の3・ 単 ・女 ・未 で 、語 頭 が 人 称 マ ー クの

「一メ 」 に 置 き換 わ っ て い る(p.181)。 未 完 了 形 は、 「歩 い て い た」 とい っ た 習慣 的動 作 が示 され る 。

④ 「易 へ 仏 」 は、 下 記 の ように 、動 詞 「歩 く」 の 見解 と、 「2Lへ払 ・楽 しむ」(HoftijzerandJongeling:1995P.349)
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の見解がある。通例、「易へ払」は後者である。

「hd喜 ぶ 」(谷 川2001:P.157訳 文(P27)は 「歩 い て い た 」)

「-「[toenjoy(?)/towalk(?)」(Segert1976:p299)

rhdytorejoiced(HoftijzerandJongeling:1995:p.349)

り乙次Y乙O全

GodsandBaal

へ ≦3()≦3uヲ)}ノ 乙 つ ∠r<i易6

becauseofspindleswith

(bodyguards)(without)

⑤ 前 置 詞 「∠A」 の 訳 語 に、 通 例 の 「with」 案 と、 異 例 の 「without」 案 が あ る。Segert(1976:p.213)は

「with」、Krahmalkov(2001:p.240)は 「without」 と英 訳 す る。 一般 的 には 「with」 の意 味 。 ⑥ 如何 では 、「without」

とせ ざ る をえ な い場 合 もあ る。

⑥ 「りy乙 つ 」 は、 「y乙 つ ・錘(つ む)」(複)案 と は 別 に 、 「護 衛 」 案 も あ る。 「錘 」 案 は 、 ヘ ブ ラ イ 語 の

「⊃ ラ三]・錘 」 を 、 「護 衛 」 説 は 、 ギ リ シ ャ語 「φUλ α ξ ・監 視 す る 者 」(古 川1989P.1183を 参 照)に 依 拠 。 「護

衛 」 案 は 、Krahmalkov(2000:p.396)も 採 用 して い る。 「護衛 」 案 な ら、⑥ は 「without」 とせ ざ る を得 ない 。

「⊃ ラ 三]spindle」(Segert1976:p299)

rPLKn.m.BODYGUARDS(Krahmalkov2000:p.86)

⑦ 「易 へ 仏 乙yメ 」 で な く、 「易 へ 払 乙yメ 」 とみ る立場 もあ る(Gibsonl982:p.49)。 ここで は 「yメ 」 を、 動

詞 「y乙 夙 ・歩 く」 の女 ・未 完 了 の変 形 とみ る(:P.59)。

⑧Gibsonは 、 「2Lへ 豆 ∠,」 を 「alone」 と 英 訳 。 理 由 を 、 「-「[ラ`(1)alone'onarecentlypubulished

fragmentryinscr.fromByblos」 と 記 し て い る(:P.59)

こ の 見 解 は 、 英 訳 例 の よ う に 、Krahmalkov(2000:p.254)も 同 様 。 「LHD(L+HD)[Syr.lhod]adv.ALONE,

withpersonindicatedbysuf丘xpronouns」 と 明 記 し て い る 。 重 ね て(2001:p.260)で も 解 説 し て お り、 参 照 さ れ た

し。

な お 、 「易 へ 豆 乙 ・alone」 は 、 「2(人 称 代 名 詞)+j(数 詞 ・1)+乙(前 置 詞)」 の 構 成(Hoftijzerand

Jongeling:1995P.32)。 「j」 は 、 本 来 、 数 詞 「へ 豆 次 ・1」 。

この後 の文 言 に 問題 は な い。 「へ ≦LO+9」(前 出)は 、 「～ の た め に」。 「～ 」 に該 当 す るの は、 「り 乙 次 ・神 々+

Y・and+乙O全 ・バ ア ル 、(神)」 で あ る。

メ 会WY/Q1/O会W易 メ リ 易 乙y全 」J7

dwellinganddainityandplentymydaysallinwereAnd

「そ して 私 の す べ て の 日々 に は ～ が あ っ た 」。 「～ 」 と は、 「O全W・ 豊作 」。 「/Q1/・ 美 味 な る もの 」。 更 に、
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次 行 に か け て 、 「ツOク ・快 適 な+プ 全W・ 住 ま い」。 なお 、 「ン【全W」 は、 弱 動 詞 「全W弓 ・座 る ・住 む 」 か ら派

生 した 不 定 詞(名 詞)。 語 頭 の 「-2」 が 消 え、 語 尾 に 「メ ー」 が 付 く。

一1ヲO乙y乙Yり ¢ ラ そ7へ乙 ≦㌧乙
、メ仏 ラYメ リOク8

valleyofalltoandDanunianstomindpeaceofandgoodness

加 えて 、 「全 乙 ・心+メ 豆 ツ ・～ の 平 和J、 即 ち 「心 の平 和 」 が あ っ た。

「▽ソ2L『7」」<＼(pL)+乙(前)」 は 、 「ダ ヌ ヌ 人 達 に対 し て(と っ て)」。 次 は、 「乙y・all+乙 ・to+Y・and」 の

構 成 。 次行 頭 にか け て の、 「ラ へ 次(PりO・ ア ダナ の 平 原」 は前 出。 合 わせ て 、 「また ア ダ ナの 平 原 のす べ て に とっ

て」。

7～9行 目に か け て 、合 わせ る と、 「そ して 、 私 の す べ て の 日々 に は あ っ た、 豊 作 と美 味 な る もの と快 適 な住 ま

い と心 の 平 和 が 、 ダヌ ヌ 人達 とア ダナ の平 原 のす べ て に とっ て」。

プWY=[メ へ(P夙yク 及 そ7全Yク へ 次(Tg

putandmycitytheIbuiltandAdana

「ク 全+Y・and」 。 「ラ ≦L」は、 「易 ラ ≦』・建 て る」 の不 ・絶 ・過 完 。 主 語 は 、 「yi7及 ・私 」。 目的 語 は 、 「]=・my

+メ へ(P・ 町+夙 ・the=私 の 町」。

「メW+Y・and」 。 「メW・ 置 い た 」 は、 「プ 易W」 の不 定 詞 ・絶 対 形 。 主 語 は、 次 行 頭 の 「yラ 次 ・私 」。

つYY乙O全y2へYメ==次 りwyi7及10

RasapandBaalBecauseAzitawaddiit'snameI

対 格 は 「》ソW・ 名 前」。 語 尾 「り 一」 は 「ma-」 。代 名 詞 の 「a音」(3・ 単 ・女)が 付 加 さ れ 、 「そ の 名 前 を」

(Krahmalkov2001:P.53)。 「易へYメ=[K・ ア ジ タワ ッデ ィ」。 前 行 末 と合 わせ 、 「私 が そ の名 前 をア ジ タワ ッデ ィ と

付 けた 」。

「y」 は、 接 続 詞 で 「なぜ な ら」。 次 行 と合 わせ 、 「な ぜ な ら、 バ ァ ル と牡 山羊 達 の ラ シ ェ プ(神)が 私 を(そ の

町 を)建 て るた め に 派遣 した か ら」。

「つWへY乙O全 」 は、 「バ アル(神)と ラ シャプ(神)」 。 次 行 頭 や12行 目か らみ て、 後 者 は 「牡 山 羊達 の ラシ ャ

プ(神)」 と呼 ばれ てい た ら しい 。

一全yi7次2ラ 全Yメ ラ 全 ∠
・ ク 豆 乙Wり へ つや11

1itbuiltAndbuildtomesendofhe-goats

「へ つ や 」 は、 通 例 、 「鳥 の 一種 」(Segert1976:P.300・Krahmalkov2000:P.420)と 理 解 され るが 、 こ こで はヘ ブ ラ

イ語 「「-t]ヨ ・牡 山 羊」(Brown・Driver・Briggs1951:p.862)に 依 拠 し、 「牡 山羊 」 とみ る。 語 尾 「り 一」 は複 数

形 。 ラ シ ャプ(神)に か か る。

「仏 乙W」 は、 動 詞 「派 遣 した 」。 語 尾 に 「i7-・me」 が付 く。 連語 不 定 詞 「メ.・it+i7会 ・build+∠,・to」 は 、

「そ れ を建 て る た め に」。
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「易 ・it+-・built+Y・and」 の構 成 。 不 定 詞 ・絶 対 形 で 、 過 去 完 了 。 語 尾 の 「it」は、 「ア ジ タ ワ ッダ の 町」

を指 す 。 主 語 は 「yケ 及 ・私 」。 末尾 の単 語 は 、 次行 に続 く。

gり へ つ や つWへ へ 全O全Y乙O全 へ 全012

withhe-goatsRasapofbecauseofandBaalbecauseof

前出の単語ばか り。「へ会O全 ・～のため」。「乙O全 ・バアル(神)」 。「りへつや つWへ ・牡山羊達のラシャプ

神」。「バアル神のため、また牡山羊達のラシャプ神のため」。再び、「一全」は次行の頭に続 く。

メ 豆 ラ 少 《 メ ラ α7プ 全W少 《 りOケ リ 少 《O全W13

peaceofinandgooddwellinginandwelfareinandplenty

「ogw・ 豊作」、「りOケ リ ・美味 なるもの」、「メクOi7メ 全W・ 快適 な住 まい」、「全乙 メW7・ 心の平和1

(いずれも前出)の 各語に、前置詞 「g・with」 が付 く。「豊穣と共に、美味なるものと共に、快適な住 まいと

共に、そして心の平和 と共に」、アジタワッダの町を、バアル神と牡山羊達のラシャプ神のため建設 した。

一全 乙Yラ へ 及(PりO∠
,へ 》ソWり 易 ケy乙g乙14

houseofforandAdanaValleyofforguardbetoheart

「易 ラy(動 詞)+乙 」 は連 語 不 定詞(CharlesandKrahmalkov2001;p.202)。 前 行 の ア ジ タ ワ ッダ の 町 を建 設 し

た ことが 、 結 果 的 に 「～ で ある ように」 のニ ュア ンス 。 「易 ラy」 は、 「v「{7Yy≒Be動 詞」 の3・ 単 ・男 。 「ヘ リWり 」

は、 男性 名詞 で 「防 御 地 」。 ちなみ に、 ヘ ブ ライ語 「n「iD脚Z)」 は 、 女性 名 詞 で 「防 御 地 」。 「ラへ 及(P》 ヲO+乙 ・

for」 は、 「ア ダナ の 平 野 に と っ て」。次 行 頭 と合 わ せ 、 「ア ダナ の 平 原 とモ ボ ス の家 に とっ て 防 御 地 で あ る よ う に」

云 々。

一及(PりOや へ 及 乙 ラy易 メ 》ソ易 全ywつ 》ソ メ15

AdanaValleyofareaforweremydaysinasMops

「Wつ リ メ 会 ・モ ボ ス の家 」 は前 出。 「Y・and」 と 「乙 ・for」 が付 く。

「易 ・my+メ リ 易 ・days+全 ・in+y・as」 の 構 成 。 「-y・as」 は 、従 属 節 を 導 く小 辞 。 「i7y≒be動 詞(前

出)」。 主語 は、 次 行 の 「りOケ リYogw・ 豊穣 と美 味 な る もの 」。 合 わせ て、 「私 の 日々 に は、 ア ダナ の平 原 に豊

穣 と美 味 な る もの が あ っ た の で」。

一3i7i7へ ∠・ 》ヲメ リi7y∠ ・全Yりoi7りYogwi7へ16

DanunianstoeverwerenotAnddaintyandplenty

以 下 、 対 比 的 に説 明 される 。 「Gg」 は 「否 定 ・negation」 の小 辞 。 後 に 「i7y≒be動 詞 」 が あ る。 合 わせ て 「～

が な か った 」。 「～ 」 は 次行 。 「リ メ 》ヲ」 は、 副 詞 「ever」。 「り2i7i7へ ・ダ ヌヌ 人 達+乙 ・for」。 「》ヲー」(複 数 形語

尾)は 次 行 の頭 に きて い る。
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メW]=メ へ(P2＼yク 次 ケ 全Y易 プ リ 易 全 乙乙 り17

putthiscitytheIbuiltAndmydaysinnight

「乙 乙」 は 「夜 」。 「易+メ ラ 易+g・ 私 の 日々 に」(前 出)。 前 行 と合 わせ 、 「か つ て 、 ダナ ナ 人 に とっ て 私 の 日々

(時代)に は夜 が な か っ た 」。 即 ち、 平 和 な時 代 で あ っ た。

「{7全」 は、 「易i7≦L・ 建 て る 」 の 不 ・絶 ・過 完 。 主 語 は 「yそ7次 ・私 」。 目的 語 は、 「メ へ、(P・町+夙 ・the」+

「=[・this」、 即 ち、 「この 町」。.

「メW・ 置 い た」 は前 出。 「yラ 及 ・私 」。 「》ヲW・ 名 前 」。 「易へYプ 工 及 ・ア ジ タ ワ ッデ ィ」。次 行 と合 わせ 、 「ア

ジ タワ ッデ ィ と名 前 を付 け た 」。

ラ 全yラ 及 会W易 易 へYメ 工 及 りwyラ 及18

itinIresettledAzitawaddinameI

「全W易 ・住 まわ せ た」(不 ・絶 ・過 完)は 、Yiplil(使 役 能 動)態 。 同語 に は、 「座 らせ た 」(第2欄 の11行 目)

の 意 味 もあ る が 、 目的語 が神(19行 目の 頭)な の で 、 「鎮 座 させ た 」。 主 語 は 「yラ 次 ・私 」。 「クy」 は 「i7・it+

g・in」 の 構 成 。 合 わ せ て 、 「私 は(～ 神 を)そ こ に鎮 座 させ た」。

乙y∠,払 全]=y乙3YW2Aメ{7へy乙O全19

alltosacrificebroughtandKRNTRYSBaal

「W2Aメ ク へy乙O全 」 は、 「バ ア ルKRNTRYS(読 み 未 詳)」 神 。 神 の性 格 は 不 明 。 文脈 か ら、 ア ダナ の平 原

と ア ジ タ ワ ッダ市 の守 り神 と見 られ る。

「y乙 易 」(不 ・絶 ・過 完)は 、 「y乙 夙 ・歩 き行 く ・運 ぶ」 のYip'il(使 役 能 動)態 で 、 「持 ち運 ばせ た」。 ヘ ブ ラ

イ 語 も 「「 ラ[・ 運 ぶ 」(Brown・Driver・Briggs1951:pp.229-237)・ 主 語 は・ 前 行 の 「yラ 次 ・私 」・ 目 的 語 は

「豆 全=[・ 生 け賛 」。 「乙y・all+∠,・to」 の構 成 は、 「す べ て に対 し」。 文 言 は 、 次欄 に続 く。

第m欄

Wへ[払 メO]全Yつ 乙VCリ リ2払 全=[プy手 り 夙1

ploughongseasonofinandloxdayssacrificeofcasts(statues)the

「メy手 り 」 は、 「夙y手 り ・像 」 の複 数形 。動 詞 「y手 》ヲ ・鋳 込 む 」 派 生 の 名 詞 か 。 「一多いthe」 が付 く。前 欄

と合 わ せ 、 「私 はす べ ての 像 へ 犠 牲 を持 ち運 ばせ た」。

ここで注 記 が必 要 。Krahmalkov(2000:p298)は 、「夙y手 り 」を 「n.f.SEASONALSACRIFICE,lit.,LIBATION」

(季節 的神 事)と み て 、 「メy手 り2＼ 乙y乙 」 を 「atalltheseasonalsacrifices」 と英訳 して い る 。 な お、 ヘ ブ ライ

語 は、動 詞 「「OD・ 混 ぜ る」、名 詞 「「OZ}混 合 品 」(Brown,DriverandBriggs:1951p.587)。Segert(1976:p294)

は 「statue」 説 、Gibson1982:p.51は 「image」 説 、 谷 川(2001:p.)は 「鋳 物 の 像 」 説 で あ る。

「豆 全 工 」 は 「犠 牲 の 」(合)。 「もソリ 易 ・日々」 は 「り 易 ・日」 の 複 数 形 。 前 置 詞 は な い が 、 「犠 牲 の 日 ご とに」

とい った 意 味 。 「つ 乙 次 ・雄 牛 」(単)。 即 ち、 犠 牲 の 日ご と に雄 牛1頭 が 奉 納 さ れ た。 こ こ で3字(復 元)が 欠 損 。
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行 末2字 は左 石 に 飛 び 出 て い る 。

「プO・ 季 節 の+g・in+Y・and」 の 構 成 。 「メO・ 季 節 の 」(女 ・合)。 「Wへ 豆 」 は 「耕 作 」(合)。 次 行 頭 の

「W・ 羊」 と合 わせ 、 「また 耕 作 の 季 節 に羊1頭 」。1行 目末 の2文 字 「Wへ 」 は 、 隣 の 石 碑 に及 ん で い る。

[ケ]へy乙O全yへ 会YWへ や(PメO全YW2

KRN-Baalbless1Andlsheepharvestseasonofinandlsheep

「メO・ 季 節+≦3・in+Y・and」 は前 出。 「へ や(P」 は 「収穫 の」(合)。 「W・ 羊 」 は 前 出 。 「また収 穫iの季 節 に羊

1頭 」。即 ち 、耕 作 の季 節 に も羊1頭 が奉 納 され た 。

「yへ 全 」 は 、動 詞 「祝 福 す る」。祈 願 ・願 望 文 の 冒頭 に登 場 し、 英 語 の 「Maybless…!」(希 求 法)に 該 当

す る(Krahmalkov:p.175)。

「W易 ヘ メi7へy乙O全 」 神 は前 出(第2欄19行 目)。 綴 りは次 行 に わ た る。

り 乙WYり 易 払4メ 工 及 メ 易 次W易 ヘ メ3

peaceandlonglifeAzitawadda(accusa.)TRYS

「メ3次 」 は、 対 格 マ ー ク。 「へYメ=[次 ・ア ジ タ ワ ッ ダを」。 前 行 と合 わ せ 、 「バ ア ルKRNTRYS神 が ア ジ タ ワ ッ

ダ を祝福 した ま う よ うに!」 。

「り 易 払 」 は 「i・ 生 命 」 の 複 数 形 。 文 脈 か ら 「長 寿 」。 「り 乙W」 は 「平 和 」。

YYプ ラ へy乙O全 易 メ メ 乙y乙 り ∠,y乙Oへ へ 次=[σ 《4

KRNTRYSBaalhimgiveMay!kingallthangreaterpowerand

「工O・ 力 」。 「へ へ 及 」 は 、 形 容 詞 「強力 な 」。 後 の前 置 詞 と合 わせ 、 「よ り大 き な力 」。前 置 詞 「乙O」 は多 用 な

意 味が あ るが 、 こ こで は 「than」。 「y乙 り ・kingG`y・all」 。 即 ち、 「す べ て の 王 よ り大 き な力 」。 合 わせ て 、 「長寿

と平 和 とす べ ての 王 よ り大 き な力 を1」 。

連 語 不 定 詞 「易 メ メ 乙 」 は、 説 明 が 必 要 。 「¢(人 称 代 名 詞)+メ(女 性 語 尾)+プ(動 詞)+乙 ・(命令 ・願 望

を示 す 接 頭 辞)」 の構 成 。 「2メ メ 」 は、 「ラ メ 易 ・与 え る」。 本 来 は、2語 根 の弱 動 詞 「-」 で、 弱 子 音 の 「易 」

が付 加 され た もの(Segert1976:p.148)。 こ こで は、 接 頭 辞 「一乙 」 に 同化 し、 消 え て い る。 「」」 も、 女 性 形 語 尾

「メ ー」 に 同 化 し、 消 え て い る(同:p.146)。 人 称 代 名 詞 の 「3-・him」(3・ 単 ・男)。 彼 に 与 え 給 う の は、

「W2Aメi7へy乙O全 ・バ ア ルKRNTRYS神 」 と、 次 行 の 「町 の す べ て の 神 」 で あ る。 な お 、最 後 の 単 語

「W易 ヘ プ ラ へy」 は 、左 の 石 に 飛 び 出 して い る 。

≦」へYリ リ2yへ 次 へYメ==次 乙 メ へ(Pラ 乙 次 乙yY5

manyanddayslongAzitawaddatoCltygodsalland

「ラ 乙及 」 は、 「乙及 ・神 」 の複 。 「メ へ(P・ 町」(女)。 前 行 末 と合 わせ 、 「そ してバ ア ルKRNTRYS神 と町の す べ

ての神 々が 」。 「へYメ 工 次+乙 ・to」 は 「ア ジ タ ワ ッ ダに対 し」。 「yへ 次 ・長 い 」。 「リ リ 易 」 は、 「り ¢ 」 の複 数 形

「日々」。 「全o＼ ・many」 。
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一∠
,り ∠,y乙Oへ へ 次]=σ 《 プ リOク メ 次WへYメ ラW6

kingsallthanstrongerpowerandgoodoldageandyears

「メ クW」 は 、 「メW・ 年 」 の 複 数 形 。 前 行 末 と合 わ せ 、 「長 い年 」。 「長 い 日々 と多 くの年 々」。4行 目後 半 と合 わ

せ 、 「そ して、 バ アルKRNTRYS神 と町 のす べ て の神 々 が 、 ア ジ タワ ッダ に、 長 い 日々 と多 くの 年 々 を与 え給 うよ う

に1」 。

「プ 次Wへ 」 は 、 女性 名詞 「老 齢 」。 「プ リOク 」 は 、形 容 詞 「り ◎J・ 良 い 」。 女 性 名 詞 の後 な の で、 女 性 形 「メ

ー」
。 「良 い 老 齢 」。 「へへ 次 ・力」 以 降 は、4行 目に 前 出。 「す べ て の 王 よ り大 きな 力 を!」 。 「)γ乙 》ヲ ・王 」 の 末 尾

は 、 次 行 の頭 。

り σ 《Wヘ メYO全Wメ ∠,O全=[メ へ(P夙 そ7yYy7

peopleandwineandsplentyownerofthiscitytheBe!and

「ラy≒Be+Y・and」 。 祈 願 文 「そ して 、 ～ で あ る よ うに1」 。8行 目で は、 「ラy2」(未 ・命)で 記 され る 。 主

語 は 「メへ(T・ 町+it・the」 。 指 示 代 名 詞 「=[・this」 が くる。

「メ 乙O全 」 は、 「領 主 ・持 ち 主」 な ど。 こ こで は 「～ の持 ち 主」(女 ・合)。 以 下 、 内 容 が 羅 列 され る。

「O会W・ 豊 穣 」(前 出)。 「Wヘ メ 」 は 「葡萄(新)酒 」。 合 わせ て、 「この 町 が 豊 穣 の 持 ち 主 で 、 か つ 葡 萄(新)

酒 の 持 ち 主 で あ る よ うに!」 。

行 末 は、 「/V・ 人 々+Y・and」 の 構 成 。 文 言 は、 次 行 に続 く。

一〇 全Yり つ ∠,次 乙O合i7y2L'7全 全W2LW次=[8

0wnerofandoxenownerofBe1itindwellingwhothis

「工 ・this」 は指 示 代 名 詞(独)。 「WX《」 は 「who」。 「全W易 」 は、 分 詞 「住 ん で い る」。 「i7・it+9・in」 。 合 わ

せ て 、 「そ こ に住 ん で い る こ の 人 々」。 祈 願 文 の 主 語 。 「ラy易 」 は 「〉「ラY)昭 の3・ 単 ・男 ・指 。 未 完 了形 と指

示 形 は同綴 り(Segert1976:pp.133-134)。 文 脈 か ら 「～ であ れ!」 とい った意 味 。 「り つ 乙 及 乙O全 」 は 「雄 牛(pL)

の持 ち主 」。 「そ7及ヤ》 ∠,O全 」 は 「羊 の持 ち 主」。 「ラ 次 や 」 の単 ・複 は 同綴 り。

へ 乙易 り 全 へ9Wヘ プYogw∠,O全Yラ 黙 》 乙9

Bear1exceedinglyandwineandplentyofownerofandsheep

「WへYメQgW乙O全 」 は 「豊 穣 と葡 萄(新)酒 の 持 ち主 」。

「り 全 へ 全+Y・and」 の構 成 。 「り全 へ+g」 は 、 形 容 詞 「全 へ ・多 くの」 の複 数 形 に、 接 頭 辞 「一会 」 が つ き、

副 詞 「大 い に」 に な っ た もの。 ヘ ブ ラ イ語 の 「「}くD・exceedingly」(Brown,DriverandBriggs1951:p.547)に 相

当 す る(Krahmalkov2001:p.259)。 「へ 乙 易 」 は、 動 詞 「産 む」 の 指 示 形(3・ 単 ・男)。 「大 い に産 む よ う に1」 。

一]=次 乙 へ ≦LO易 り ≦Lへ≦LYへ へ ぢ《易 り ≦』へ 全Ylo

Azi-forServe1exceedinglyandBecomepowerful1exceedinglyand

「り 全 へ 全 ・大 い に+Y・and」 。 「へ へ 次3」 は、 「へ へ 次 ・強 大 に な る」 の3・ 単 ・男 ・指示 形 「強大 にな れ1」 。

・



「へ全O易 」は、「へ全O・ 奉仕する」の3・ 単 ・男 ・指示形 「奉仕せ よ!」。次行 にかけ、「へYメ 工及+乙=ア

ジタワッダのため」および 「Wつリメ全+乙 ・モボス家のため」。

り ∠,及Y∠,ogへ 全O全Wつ リ メg∠,Y4`《 メ11

godsandBaalbecauseofMopshouseofforand-tawadda

「へ 全O+g」(前 出)は 「～ の た め に」。 「乙O全 」 は 「バ アル 」 神 。 「り 乙次 」(複)は 「神 々」。合 わせ て 、 「バ

アル と神 々 の た め に」。

一次 り 次 リ ク エ へ 全 ク エ
1りy乙 り 全 へ 乙 リ リ 次Y12

ifprincesinaprinceandkingsinakingifAnd

「》ヲ次 」 は、 予 期 の 接 続 詞 「if」。 「りy乙 り+gy乙 り 」 は 、 「諸 王 の 中 の 一 人 の 王」。 「り'i7工 へ 」 は 「ラエ へ ・

皇 子 ・君 主」 の複 数形 。 「/J]=へ+gラ=[へ 」 は 、 「諸 皇 子 の 中の 皇 子 」。 「り 及 ・if」以 下 、 更 に 次 行 に続 く。

一{メ=[及 りW豆 リ ヨLW次 りWり へ 及W及 りへ13

Azitawaddanameofshallerasewhonamemanof(is)whoman

「り へ 及 ・人」。 「W次 ・who」 。 「りW・ 名 前 」。 前 出 。 「》ヲW》 ソへ 及 」 は 「名 の あ る(高 名 な)人 」。 前行 末 と合 わ

せ 、 「も し名 の あ る(人 で あ る と ころ の)人 が 」 とい っ た 表 現 。

更 に、 「W及 ・who」 。 「仏 り 易 」 は、 「易払 り ・削 り とる」 の3・ 単 ・男 ・未 。 未 来 の こ と を指 す 。 「りW・ 名 前」。

「へYメ 工 次 ・ア ジ タワ ッダ」。 次 行 前 半 と合 わ せ 、 「も し(前 記 の 人物 達 が)ア ジ タ ワ ッ ダの 名 前 を この 門 か ら削

り とっ た ら」。 人 名 末 尾 は 次 行 頭 。

一易 次 ヘ リ 豆 易 つ 及 り 次 りWメWY=[へOW全 へ14

(accusa.)shallcovetmoreoverIfnameputandthisgatefrom

「pow+合 」 の構 成 。前 置 詞 「一会 」 は 、動 詞 「削 りとる 」 の 目的 語 で 、 「from」。 「pow」 は 「(街の)門 」。

「==」 は、 指 示 代 名 詞 「this」。 「メW・ 置 く+Y・and」 は、 「そ して(お ま え の)名 前 を記 した ら」 の意 味。 こ の

部分 は、 結 果 節 なの で 、 通 例 、 動 詞 に変 化(主 文 の 動 詞 は、 未 完 了形)は な い。

「り 及 」(前 出)は 「if」。 「つ 次 ・更 に」 は 接 続 詞 。 「ヘ リ 払 ヨL」は、 「ヘ リ 払 ・欲 しが る」 の3・ 単 ・男 の 未 完 了

(未来)形 。 「メ 易 及 」(前 出)は 対 格 マ ー ク。 末尾 は次 行 頭 。 対 格 は 、 次行 の 「エ プ へ(P+夙 ・the」、 即 ち 「この

市 」。

一次 ∠
,OつW及 工 へOW夙O手 弓Y=[メ へ(P夙 プ15

A-madewhichthisgatetheshallpulloutandthiscitythe

「O手 夙 」 は 、 「0手 ラ ・引 く抜 く」 の3・ 単 ・男 ・未 完 了(未 来)形 。 「=[・thispow+多 いthe」 は 、 「こ の

門」。 「乙Oつ ・造 っ た」 は、3・ 単 ・完 。 主 語 は 「へ 「《メ 工 及 」。 合 わ せ て 、 「そ して 、 ア ジ タ ワ ッ ダが造 っ た とこ
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ろ の こ の 門 を引 き抜 き」 云 々 と な る。

2L∠,OりWメWYへ 工 へOW乙 乙Oつ 易YへYメ=[16

itonnameputandanothergate(accusa.)shallmakeand-ztwadda

「乙Oつ2L・ 造 る+Y・and」 。 「∠,Oつ2」 は 、 「∠,Oつ ・造 る」 の3・ 単 ・男 ・未 完 了(未 来)。 「へOW」 は

「門」o「o＼=[」 は 「another」。

「へOW+乙 」 に関 して は 、 二 つ の 可 能性 が あ る。 ア ラム 語 の 「一∠,」(名 尾1982:p.1458)の よ う に、 対 格 を示 す

接 頭前 置詞 案 か、 通 例 の 前 置 詞 「for」案 か で あ る。

例 え ば 、Krahmalkov(2000:p248)は 、 こ の 部 分 を 「andmake:`it(thecity)anothergate」 と 英 訳 。 谷 川

(2001:p.160)は 、 「対格 の印 」 とみ て、 「別 の 門鎌 造 り」 と和 訳(p.28)。 通例 の対 格 印 は 「プ 易 ぢ《」(14行 目末)で

あ る 。

「りWメW・ 名 前 を記 す」 は前 出。 次 は 「易 ・it+乙O・on」 の 構 成 。 合 わ せ て 、 「そ して 別 の 門 を造 り、 ま たそ

の 上 に 名前 を記 して も」 云 々 とな る。

O年 易Oへ 全Yプ 次'7W全 り 次O手3メ ヘ リ払 全 り及17

shallputoutmalicewithandhatredwithevenifshallpulloutlovebyevenif

接 続 詞 「り 及 」 は、 こ こ で は 「evenif」 の 意 味 。 「メ ヘ リ 払 ・愛 情(女)+全 ・with」 は、 「愛 情 を も っ て 」。

「O手 弓 」(前 出)は 、 「O次 ラ ・引 く抜 く」 の3・ 単 ・男 の未 完 了(未 来)。 「例 え愛 情 を もっ て 引 き抜 い て も」。

「り 次 ・evenif」 。 「メ 次 ラW・ 憎 しみ(女)+会 ・with」 は、 「憎 しみ を もっ て」。 「Oへ ・悪 意+g・with+Y・

and」 の構 成 。 「また 悪 意 を もっ て」。 下 行 頭 と合 わせ 、 「例 え愛 情 を も って で も、 憎 しみ と悪 意 を もっ て で も、 この

門 を引 き抜 い た ら」 云 々。

と》へ 次 ク(P∠,次Yリ リW乙O全 仏 りY工 へOW2㌧18

1andcreatorof,GodandHeavenOwnerofMayefface!andthisgatethe

(BaalShamem)

「工 ・this+へOW・ 門+多 いthe」 は前 出。

「仏 り 」 は、 動 詞 「易 払 り ・消 す 」 の3・ 単 ・複 ・未 完 。3人 称(神 々)に 対 す る強 い 指 示 形 で 、 「抹 殺 され ます

よ う に!」 。 以 下 、 依 頼 され る神 々が 登 場 す る。

「リ リW乙O全 ・バ ア ル シ ャメ ム 」 神 は 、 「天 の持 ち 主 」 の 意 味 。 「乙次 ・神 」。 「」(P・ 創 造 者 」 は 、 「易 ラ(T・

手 に入 れ る ・創 造 す る」 の分 詞 形 。 「や へ 次 ・大 地 」。 合 わせ て、 「神:大 地 の創 造 主 」。

メy乙 リ リ2㌧ メ 易次 》ヲ乙次 ツ全 へ へ 乙yYり 乙OWりWY19

kingdomofthe(accusa.)godsofsonfamilyallandEternityShamesand

メ 易 次Y及 多しy乙 》ヲ夙 メ 易 次Y次 多し

(accusa.)andthatmankingofthe(accusa.)andthatman
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19行 目は、石 碑 を飛 び 出 し、台石 上 に記 されてい る。 「り 乙OWりW」 は、神 名 「永 遠 な るシャム シュ」。 「り 乙O」

は、 名詞 「永 遠 」。 「乙y・all」 。 「へ へ 」(合)は 「～ の 家 族 ・氏 族 ・0族 」。 「ラ 全 」 は 、 「～ の 息子 」(合)。 「り 乙 及 」

は 「乙及 ・神 」 の複 数 形 。 合 わ せ て、 「神 々 の 息 子 の 一 族 の す べ て」。 即 ち、 「バ アル シ ャメ ム と、 神:大 地 の 創 造

主 と永 遠 な る シ ャ ム シ ュ と、 神 々の 息 子 の0族 の す べ て」。

抹 消 され る の は次 の者 。 「メ2L次 」 は 対格 マ ー ク。 「メy乙 》ヲリ ・王 国(女)+夙 ・the」。

「次 夙 」 は 、 前 方 照 応代 名 詞 「そ の 人」(3・ 単 ・男)で 、 既 に述 べ られ た 「門 を引 き抜 く人」 を指 す 。 再 び、 対

格 マ ー ク 「メ 易次 」。 前 方 照 応 代 名 詞 が付 く、 「次 夙y乙 り 」 は、 「そ の 王(門 を 引 き抜 く王)」。 「メ 易 及(対 格 記

号)+Y・and」 。

第IV欄

手 つ 及 りWり へ 次W及 次 夙 り へ 次1

0nlynamemanofwhothatman

「りW・name+り へ 次 ・manof+W次 ・who+次 多いthat+り へ 次 ・man」 は前 出(第m欄)。 前 方 照応 代 名 詞

「K・ そ の 人 」 が 入 っ て 、 「高 名 な そ の(門 を引 き抜 く)人 」 とい っ た意 味 。合 わ せ て 、 「(門を 引 き抜 く)そ の

王 国 と、(門 を 引 き抜 く)そ の王 と、(門 を引 き抜 く)高 名 なそ の 人 を」。

以 上 、長 々 と記 され た上 で 、結語 が 明 示 され る。 「手 つ 及 」は 、対 比 的 な意 味 の 副 詞 「only」。 ヘ ブ ライ語 の 「0≡コ及 ・

only」 に相 当す る。

りWりyり 乙O乙 ラy2L4メ=[次 りW2

nameoflikeeternityinBe1Azitawaddaname

「へYプ=[KりW・ ア ジ タワ ッダ の名 前 」。 「ラy2L」(≒Be動 詞)の3・ 単 ・男 ・指 示 形 。 即 ち、 「存 在 す る よ う

に!」 。 「》ヲ乙O・eternity+in(前)」 は、 「永 遠 に」。 「//」 は 、 前 置 詞 「like・～ の よ う に」。

払 へ2YWSW3

YerahandShames

「豆へ易YWSW」 は、神名 「シャメシュ(太 陽の神)と ヤレフ(月 の神)」。前行 と合わせて、「アジタワッダの

名前だけ存在 し続けよ!シ ャメシュ(神)と ヤレフ(神)の 名前のように1」 となる。アジタワッダのその後の運

命はいかに。この地に存在 ・繁栄した都市が、やがて廃嘘となったことだけは確かである。
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